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SHFL 会長、2008 年委員会メンバー、設立メンバー、元委員会メンバーなど 14 名、
SHFL 所属ホテルの人事担当者と幹部など 9 名、教育省シェムリアップ教育局スポーツ
課長他職員と元スポーツ課長 4 名、観光業関係者など 3 名の計 30 名。 
 
?????．調査期間?
2007 年 2 月 27 日～3 月 4 日、2008 年 7 月 4 日～7 月 8 日、2008 年 8 月 27 日～9 月 2




対して平均 2 回ずつ行い(3 回以上、1 回の対象者も有)、参与観察は、リーグ開催期間中














































（１）構造的誘発性? ? ? ?（１）地域特性とスポーツ環境 
（２）構造的緊張? ? ? ? ?（２）地域住民の身近なスポーツ環境に対する認識 
（３）不満の共有化? ? ? ?（３）主導集団メンバーによる問題意識の共有 
（４）変革意図の成立? ? ?（４）主導集団メンバーによる自発的なスポーツ 
環境変革意図の成立 











? 開発分野における評価は、1970 年代に開発援助委員会 (Development Assistance 


























? Siem Reap Hotel Football League(SHFL)は、2002 年に行われたホテル間の友好親善試合
を元に 2004 年に 8 名の発案により設立された。リーグには、州内のホテルの社員(3 か
月以上勤務し、現在も従業員である者)で構成され、参加費 250US ドルを支払うことが
できるチームが出場を認められる。2008 年 6 月には、5 シーズン目の大会が 11 チームに
8 
より行われた。各チームからの参加費と寄付を合わせた 2008 年度の SHFL の総収入は、
3000US ドル、総支出は、2960.5US ドルであった。この内、約 1000US ドルは、会場費
として使用されている。会場は、州教育局スポーツ課が、審判および会場整備を付帯し
た形で貸出し、得られた収入は州全体のスポーツ振興予算として使用される。公が民間
から得た収益を公教育やスポーツの分野に活用する稀有な例である 13)。図 2 に 2008 年
度大会の概要を示す。 
 























活インフラの整備状況が異なる等の要因から、国道 6 号線が通る南部 6 郡と北部の 6 郡
の間の格差が大きい。 
州中心部は、世界遺産アンコールワット遺跡群への玄関口として知られ、海外大型資
本の流入により、特に 2000 年頃から目覚しい発展を遂げた。1997 年に年間約 20 数万人
であった観光客数は、2007 年には 200 万人を超え(図 3)、同じく 57 軒だったホテルの数
は、101軒に増加した(図 4)。街中の一部に残っていたのどかな田園の風景は徐々に消え、
1) 大会日程 
? ? ? ? －6 月 03 日 (火)? ? 開会式、予選リーグ第一試合 
? ? ? ? －6 月 25 日 (水)? ? 予選リーグ A グループ最終戦 
? ? ? ? －6 月 27 日 (金)? ? 予選リーグ B グループ最終戦 
? ? ? ? －6 月 30 日 (月)? ? 準決勝第 1 試合 
－7 月 01 日 (火)? ? 準決勝第 2 試合 
－7 月 04 日 (金)? ? 3 位決定戦?  
? ? ? ? －7 月 05 日 (土)? ? 決勝戦、閉会式 
2) 場所? ? ? シェムリアップ州フットボールスタジアム 
? ? ? ? ? ? ?  市街地中心部から約 6km(車で 5 分) 
3) 結果 
? ? ? －優勝? ? ? Le Meridian Angkor hotel 
? ? ? －準優勝? ? Siem Reap Airways Catering 
? ? ? －3 位? ? ? Victoria Angkor hotel 
? ? ? －4 位? ? ? FCC Angkor hotel & restaurant 


































































? 異なるホテルの若い管理職であった SHFL 設立メンバーは、1990 年代までは同じホテ
ルの従業員であった。この時期、州内の大型ホテルは 1 軒しかなく 22)、このホテル内で
サッカー大会を実施した経験 23)から、サッカーによる HRM への効果の実感を共有して
いた。その後、2000 年代に入り、他の大型ホテルに転職した者が、新しい職場において
HRM への効果と必要性を訴え、その結果、設立されたのが SHFL である。 
2004 年に設立メンバーの内の 3 名が会合を開き、SHFL 設立に向けて始動した。その
内の 1 名が既に面識があった教育局のスポーツ行政官にアドバイスを求め、設立までの
プロセスを確認していた。規約の作成と同時に、人事部のネットワークを通じて、また、


















2008 年)と定められた。この時、中心となった代表者 8 名は後に「設立メンバー」と呼




何らかのサッカーに関わる活動を行なっていたのは 4 チームのみであった。他の 4 チー
ムは大会参加のために 1 ヶ月足らずでチームを結成した。 
 
?????．目標達成を目指しての社会過程と事業の展開?












その後、毎年 5 月から 7 月に開催された SHFL 大会は、2008 年に第 5 回を迎えた。
参加チーム数は、各年のホテルやチームの事情により幅があったが、これまでに 16 チ












































SHFL 組織のエンパワメントには複数の特徴が見られる。図 5 に SHFL のエンパワメ
ントの仕組みを図示した。 
 




? SHFL は、設立メンバー(Core Person)を中心に重層的な組織形態を持つ。設立メンバー





































? 前述のように委員会メンバーの交代が活発に行なわれており、図 5 に示すように半数
以上のチームにおいて何らかの変化が見られる。若手への交代は、チームの事情や企業
の支援体制などの要因にも起因するが、概してリスクを伴い、前任者にとっては「かえ
スポーツを通じたコミュニティエンパワメント? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 15 
って手間がかかる」状況にも成りかねない。慎重に人選をし、緊密なコミュニケーショ
ンを取れる人材を選んだとしても上手くいかない場合も存在する 29)。 












































2) Participatory Rural Appraisal(参加型農村調査手法または、参加型迅速調査)は、経済学






3) 米国の評価学者 Fetterman らによって提唱されたエンパワメント評価は、評価プロ
セスそのものにおけるエンパワメントを重視する考え方である。下記 HP に詳しい。 




の数は、資料や調査結果により 170 万人とも 300 万人とも言われている。1983 年の









7) Smelser の 1962 年の論。集合行動は突発的なものではなく、複数の要因が段階的に
付加された結果として発生するという論。付加される要因とは、?発生を助長しやす
い背景的条件、?構造的ストレーン(緊張)の発生、?「一般化された信念」の発達、
スポーツを通じたコミュニティエンパワメント? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 17 
?きっかけとなる要因の突出、?集合化または組織化、?それぞれの規定要因を抑止
しようとする社会統制(警察官、柵、塀などの物理的なもの)などと説明される。 








ルが異なる包括的評価の総称として ODA 評価という用語が使われている。 














16) 問題点の整理は、2001 年に行なった教育局スポーツ課長 Sareth 氏へのインタビュー
による。 
17) 2008 年に行なった SFA 所属チーム代表 Butha 氏へのインタビュー記録による。 
18) 旧スタジアムは、2005 年に売却が決まり、2006 年 4 月に閉鎖された。新スタジア
ムは、市街地中心部から約 5km 離れた場所に建設されている。教育省の予算が下り
た部分からの着工となるため、2008 年 10 月現在は未完成であるが、サッカーグラ
ンド等の一部は既に使用可能となっている。 
19) SHFL 会長 Sambo 氏ほか、設立メンバーへのインタビュー調査から。特に Sambo 氏






21) SHFL 初代会長 Pat Sambo 氏は、カンボジア初の労働組合である “Cambodian Tourism 
& Service Workers’ Federation(CTSWF) ”の代表でもある。このことからも個々の従業
員の利益や将来に対する強い問題意識と理想を垣間見ることが出来る。 










26) 設立メンバーへのインタビューによる。複数のメンバーが、第 1 回大会の混乱を鮮
明に記憶しており、大会の存続も危ぶまれる状況であったという。 










30) Peer Education は、HIV/AIDS 教育分野などを中心に活用されており、いわゆる指導
者が何かを教えるのではなく、同じ立場や年齢、あるいは近い者が教育を行い、共
に学ぶという教育手法である。 
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? Recently, the importance of endogenousness, spontaneousness, and participation in the area of 
community development has been widely recognized in the field of international development. 
Although the introduction of some efficient methodologies such as RRA (Rapid Rural Appraisal) 
and PRA (Participatory Rapid Appraisal) has become fairly common, the concepts behind these 
methods are always accompanied by some questions/doubts such as “Is the empowerment in the 
actual project effective enough for the beneficiaries’ daily lives?” or “Is the word ‘empowerment’ 
just a political word without any concrete meaning?” 
? To discuss “real empowerment” we need several types of example projects/programs that 
satisfy certain conditions such as, (1) actual implementation in the development field, (2) no 
commitment from outside donors, (3) sustainability in terms of the needs of the people or 
transitions in society. The aim of this study is to verify the process of the establishment of the 
“Siemreap Hotel Football League”(SHFL), that was established in 2004 on the basis of a 
spontaneous problem finding by some hotel staff members from different companies. 
? The process of the establishment of the SHFL could be explained by Sakuno’s “organizing 
process model” (2000) from two viewpoints; (1) transitions in the sport environment, and (2) 
transitions in the community environment. Sakuno’s model has demonstrated the importance of 
five dimensions; the degree of cognition or community issues, change agents in the community 
sport environment, the meaning of organization, resource mobilization, and types of decision 
making.  
? By applying SHFL to this model, it becomes clear that SHFL has a unique and original 
empowerment system for its establishment and implementation. The characteristics of the SHFL 
empowerment system are as follows, 
? 1)? Multiplex implications of empowerment: Personal relationships are linear and beneficiaries 
are motivated and empowered spontaneously. 
? 2)? Several roles for one person: Some core persons are team leaders, and some team leaders 
are also team captains. The existence of persons with such dual roles facilitates smooth 
communication in the organization. 
? 3)? Close communication among all actors: The key person often has contacts with actors at 
all levels and it is easy for any actor to contact the key person. 
? 4)? Sustainable empowerment system: It is easy to sustain the empowerment system using the 
linear construction of empowerment. Even if a few core-persons or team leaders are 
absent, the system still remains intact.  
22 
? The findings suggest the importance of real empowerment in the context of community 
development. Real empowerment has an original structure and characteristics that can be adapted 
to the beneficiaries’ community. Further case studies of community development activities for 








                                                        
                                 
